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検討しCKで再照射を行った.CKは病変に対し辺縁線量
31 Gy/5分割で計画した.【結 果】 GTVの最大線量は
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【目 的】 大腿骨頭置換術後の患者に対して,診断CT
(Aquilion ONE)による金属アーチファクト低減アルゴリ
ズム用いたCT画像 (SEMAR画像)を治療計画に使用し
たHybrid小線源治療を経験した.その有用性について報
告する.【方 法】 ①人口関節を模擬した自作骨盤ファ
ントムを作成した.同室CT画像とSEMAR画像を得た.2
種類の画像のアプリケータ長を測定した.②放射線腫瘍医
2名により,2種類の画像からそれぞれHR-CTV,直腸,膀
胱の輪郭抽出を行った.【結 果】 ①2種類の画像間に
よるアプリケータ描出について差は認めなかった.②背側
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